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長崎県弁護士会民事介入暴力対策
委員会の活動について

　令和８年度より、長崎県弁護士会民事
介入暴力対策委員会（以下「当委員会」
といいます。）の委員長に就任いたしま
した藤森と申します。
　平素より、長崎県弁護士会や当委員会
の活動にご理解とご協力を賜り、心より
感謝申し上げます。
　当委員会は、民事介入暴力による被害
者の救済及び被害の未然防止を目的とし
て設置されております。
　経済活動や社会活動を行うなかで、ト
ラブルの発生を完全に避けることはなか
なかできません。
　そうしたとき、本来ならば、法律の考え
をベースに、社会常識や商慣習なども考
慮して解決していくわけですが、暴力団
等の反社会的勢力は、脅しや暴力を用い
て、不当で一方的な要求を行ってきます。
　これが民事介入暴力と言われるもので、
様々なパターンがあります。
　昨今は、暴力団排除の取組みが進み、
暴力団の構成員数なども全国的に減少し
て、単純に暴力団等の威力を誇示して不
当要求をする例も減少していると思われ
ますが、市民や企業のミスに巧妙に付け
込んで、要求をエスカレートさせる手口

は今も存在しています。
　暴力団は、組織の実態を隠し、資金獲
得等の活動を巧妙化、多様化させており、
被害が減らない各種特殊詐欺への関与や
いわゆる匿名・流動型犯罪グループとの
関係も指摘されています。
　このように、暴力団や民事介入暴力は、
依然として、私たちの身近に潜む重大な
脅威となっています。
　当委員会は、日頃から県警や暴追セン
ターとの連携をはかり、現に被害を受け、
または被害を受けるおそれのある市民や
企業を救済するための法的措置による支
援のほか、民事介入暴力事案の研究や、
市民や企業に対する反社会的勢力排除の
ための啓発活動などにも取り組んで参り
ます。
　これまでに、県警や暴追センターと連
携して暴力団事務所の撤去やみかじめ料
問題に取り組んだこともあります。
　当委員会の活動に対し、引き続きご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

長崎県弁護士会民事介入暴力対策委員会

委　員　長 藤森　弘行
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ごあいさつ

　本年３月に警察本部刑事部組織犯罪対
策課長に着任いたしました田川でござい
ます。
　長崎県暴力追放運動推進センターを始
め、県民の皆様には、日頃から警察活動
全般に対しまして深い御理解と御協力を
いただいておりますことに、厚く御礼申
し上げます。
　さて、最近の暴力団情勢を見ますと、
県民の皆様方や関係機関・団体と連携し
た暴力団排除活動や暴力団犯罪の取締り
を推進してきた結果、全国の暴力団の勢
力そのものは減少の一途をたどっており、
長崎県におきましても、令和７年末現在
で、８組織、約80人の暴力団勢力まで
減少しています。
　その一方で、暴力団は、その活動を不
透明化させるとともに、覚醒剤密売や恐
喝などの伝統的な資金獲得犯罪に加え、
社会情勢に応じてニセ電話詐欺を敢行し
たり、各種事業活動に不当に介入するな
ど資金獲得活動を多様化させるなどして
人的・経済的基盤を維持しています。
　また、平成27年の六代目山口組の分裂
以降、４団体間の対立抗争状態が継続し、
全国で対立抗争に起因するとみられる凶

悪事件が発生しているほか、暴力団の中
には、近年、新たな治安対策上の脅威と
なっている「トクリュウ（匿名・流動型
犯罪グループ）」と各種犯罪を敢行する
ものも確認されています。
　暴力団は、構成員等の減少により、勢
力数上では弱体化しているように見えま
すが、全国各地に存在し、その勢力維持の
ためにあらゆる資金獲得活動を行う我が
国最大で、地域社会に脅威を与えている
犯罪組織であることに変わりありません。
　県警察としましては、安全で安心な長
崎県の実現のために、今後も長崎県暴力
追放運動推進センターを始めとする関係
機関・団体、県民の皆様方と緊密な連携
を図りながら、あらゆる法令を駆使した
暴力団犯罪の検挙・取締りを強力に推進
し、暴力団壊滅に向けて効果的な暴力団
排除活動を推進してまいりますので、引
き続き御理解と御協力のほどよろしくお
願いいたします。
　最後になりましたが、長崎県暴力追放
運動推進センターの益々の御発展と県民
の皆様の今後の御健勝と御多幸を祈念申
し上げ、着任の御挨拶とさせていただき
ます。

長崎県警察本部　組織犯罪対策課長

田川　国広
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評議員会理事会

理事会・評議員会の開催について
　令和８年５月22日、令和８年度第１回理事会を開催して「令和７年度事業報告及び収支決算」
等について審議し、可決されました。
　令和８年６月23日には、令和８年度第１回評議員会を開催し、「令和７年度貸借対照表及び正
味財産増減計算書並びに財産目録」等について審議し可決され、併せて令和７年度事業報告、令
和８年度事業計画及び収支予算等についても報告がなされました。

　皆様には、益々ご清栄のこととお慶び申し
上げます。また平素は当センターの暴力団排
除活動および事業運営に格別のご理解とご協
力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　この度、令和８年６月23日に開催されまし
た定時評議員会におきまして中島前専務理事
の後任として、当センターの専務理事に就任
いたしました田口でございます。
　微力ではございますが、当センターの目的
である「安全で住み良い長崎県づくり」に向
け、全力を尽くす所存です。
　さて、昨今の暴力団情勢を鑑みますと、暴
力団対策法や暴力団排除条例の浸透により、
暴力団員数は減少傾向にあるものの、活動実
態は不透明化し、巧妙な手口で資金を獲得す
るなど、その脅威は依然として深刻な状況に
あります。

　また、ＳＮＳなどを利用した「匿名・流動
型犯罪グループ」による犯罪被害や不当な要
求行為も急増しており、県民の皆様の生活や
地域経済を脅かしています。
　このような中、当センターが果たすべき役
割は、より一層重要性を増していると認識し
ております。
　今後とも、関係機関・団体、そして県民の
皆様とより強固な連携を築き、暴力団員が街
に寄りつかない、不当な要求に屈しない体制
づくりに邁進いたす所存ですので、是非とも
皆様方のご支援、ご鞭撻の程をよろしくお願
い申し上げます。
　最後になりましたが、皆様の今後益々のご
多幸、ご活躍を祈念いたしまして就任のご挨
拶とさせていただきます。

（公財）長崎県暴力追放運動推進センター
専務理事 田口　晃

専務理事就任のご挨拶
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令和７年度 アンケート調査結果

　当センターでは、不当要求防止責任者講習会の際、受講者に対して、受講者の業種、不当要求被害
の有無等についてのアンケート調査を実施しています。　
　令和７年度は、長崎県下において不当要求防止責任者講習会を27回実施した結果、
      　　   全受講者数　1012名　　     アンケート回答総数　956名　　でした。
　アンケートの結果、不当要求を受けたとの回答は11件であり、前年と比べるとかなり増加してい
るようですが、この半数以上は、右翼団体から工事の騒音等に対する因縁つけによるものです。
　また、不当要求を受けたうちの１件は、要求に応じて、お金を支払っているようです。
　不当要求防止責任者講習会等の機会を通じてお話していますが、いざという時に対処するためにも、
事前の準備を怠らず、早期に関係機関等へ相談することにより、被害防止に努めていただきたいと思
います。     
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受講者の業種

不当要求の内容どこの暴力団等ですか

不当要求を受けたことがありますか

渡した金額不当要求の諾否

0 100 200 300 400
金融・保険業
建設・不動産業
運輸・運送業
卸・小売業

ホテル・旅館業
飲食業

サービス業
娯楽業
その他

無回答・不明

0 200 400 600 800 1000

ある

ない

無回答・不明

0 0.5 1 1.5 2

10万円未満

10万円以上百万円未満

百万円以上千万円未満

千万円以上一億円未満

一億円以上

無回答・不明

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

全面的に応じた

要求の一部に応じた

要求を拒否した

無回答・不明

山口系
神戸山口組系
住吉会系
稲川会系

エセ同和団体
エセ右翼団体

その他
無回答・不明

0 1 2 3 4 5 6
些細なことで因縁

貸金、物を返されない
物品・リース・入場券・ディナー券購入
ショバ代、あいさつ料・用心棒料を要求
寄付・賛助金・機関紙購読・広告料要求
仕事ミス・販売物品に難癖をつけて要求
工事の騒音、粉塵等難癖をつけての要求

工事への下請参入を要求
交通事故示談介入し法外な示談金を要求
スキャンダル等弱みの口止め料等要求
不当貸付や手形割引・損失補填を要求

暴力団に入るよう要求
借金の免除や借金返済の猶予を要求

その他
無回答・不明
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 び及」囲範力勢「、のもるいてれさ示公報官にでま日21月３年８和令、は｣者るす表代｢び及｣地在所の所務事るた主｢、｣称名｢の表本：１注
　　　「構成員数」は、令和７年末現在のものを示しています。
注 2：令和７年末における全暴力団構成員数 (約 9,400 人 ) に占める指定暴力団構成員数 (約 9,000 人 ) の比率は 95.7％です。

二代目
あずまぐみ

東 組
（勢力範囲：１府）
（構成員数：約50人）
大阪府大阪市西成区山王1-11-8
代表する者　滝本　博司

十代目
さかうめぐみ

酒梅組
（勢力範囲：１府）
（構成員数：約10人）
大阪府大阪市西成区太子1-3-17
代表する者　李　正秀

五代目
あさのぐみ

浅野組

いけだぐみ

池田組

（勢力範囲：２県）
（構成員数：約40人）
岡山県笠岡市笠岡615-11
代表する者　中岡　豊

五代目
くどうかい

工藤會
（勢力範囲：３県）
（構成員数：約190人）
福岡県北九州市小倉北区宇佐町1-8-8
代表する者　野村　悟

八代目
あ い づ こ て つ

会津小　
（勢力範囲：　　　　　　）１道２府１県
（構成員数：約40人）
京都府京都市左京区一乗寺塚本町
21-4
代表する者　髙山　義友希

どうじんかい

道仁会
（勢力範囲：４県）
（構成員数：約300人）
福岡県久留米市京町247-6
代表する者　福田　憲一

二代目
しんわかい

親和会
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約40人）
香川県高松市塩上町2-14-4
代表する者　 良　博文

たいしゅうかい

太州会
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約60人）
福岡県田川市大字弓削田1314-1
代表する者　日高　博

四代目
ふくはくかい

福博会
（勢力範囲：２県）
（構成員数：約60人）
福岡県福岡市博多区千代5-18-15
代表する者　金　國泰

二代目
なみかわかい

浪川会
（勢力範囲：１都５県）
（構成員数：約130人）
福岡県大牟田市八江町38-1
代表する者　梅木　一馬

三代目
きょうどうかい

俠道会
（勢力範囲：５県）
（構成員数：約50人）
広島県尾道市山波町3025-1
代表する者　池澤　

六代目
きょうせいかい

共政会
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約140人）
広島県広島市南区南大河町18-10
代表する者　荒瀬　進

四代目
こざくらいっか

小桜一家
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約30人）
鹿児島県鹿児島市甲突町9-24
代表する者　平岡　喜榮

ぎょくりゅうかい

旭 琉 會
（勢力範囲：１県）
（構成員数：約200人）
沖縄県中頭郡北中城村字島袋
1362
代表する者　糸数　

こうべやまぐちぐみ

神戸山口組
（勢力範囲：１都１府6県）
（構成員数：約110人）
兵庫県加古郡稲美町中村字池之跡1379-10
代表する者　井上　邦雄

六代目
やまぐちぐみ

山口組
（勢力範囲：１都１道２府40県）
（構成員数：約3,100人）
兵庫県神戸市灘区篠原本町4-3-1
代表する者　篠田　建市

きずなかい

絆 會
（勢力範囲：１道１府９県）
（構成員数：約50人）
大阪府寝屋川市香里北之町12-18
代表する者　金　禎紀

北海道

青森

秋田

宮城
山形

新潟

富山石川

鹿児島 宮崎

熊本長崎

佐賀 福岡

大分

山口 広島

高知
愛媛

香川

徳島

岡山 兵庫

三重

福井

滋賀

愛知

岐阜

静岡

長野

山梨

千葉

東京

埼玉 茨城

栃木群馬

福島

島根
鳥取

沖縄

岩手

神奈川

そうあいかい

双愛会
（勢力範囲：２県）
（構成員数：約70人）
千葉県市原市潤井戸1343-8
代表する者　椎塚　宣

かんとうせきねぐみ

関東関根組
（勢力範囲：１都１道３県）
（構成員数：約80人）
茨城県土浦市桜町4-10-13
代表する者　大塚　逸男

いながわかい

稲川会
（勢力範囲：１都１道15県）
（構成員数：約1,600人）
東京都港区六本木7-8-4
代表する者　内堀　和雄

すみよしかい

住吉会
（勢力範囲：１都１道14県）
（構成員数：約2,100人）
東京都港区芝浦1-10-8
代表する者　小川　修

きょくとうかい

極東会
（勢力範囲：１都12県）
（構成員数：約290人）
東京都新宿区歌舞伎町2-18-12
代表する者　髙橋　仁

まつばかい

松葉会
（勢力範囲：１都7県）
（構成員数：約260人）
茨城県鹿嶋市宮中4-2-10
代表する者　伊藤　義克

（勢力範囲：
（構成員数：
岡山県岡山市北区田町2-12-2
代表する者　金　孝志

１道３県）
約30人）

八代目
ごうだいっか

合田一家
（勢力範囲：２県）
（構成員数：約30人）
山口県下関市竹崎町3-13-6
代表する者　朴　鐘吉

■指定暴力団分布図（25団体） 令和7年末現在
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指定暴力団の状況



令和７年12月末現在

※暴力団構成員等の数値及び構成比は概数。
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組織

組織

組織

組織

浪川会傘下組織

本県認定県外暴力団員

暴力団周辺者

四代目福博会傘下組織

道仁会傘下組織

六代目山口組傘下組織

808 人組織 約合　計
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県内の暴力団勢力

六代目山口組
63%

道仁会
6%

福博会
13%

浪川会
6%

暴力団周辺者
6%

本県認定県外
組織の暴力団員

6%



暴力団追放！暴力団追放！「「
みんなの力で社会の敵、暴力団を追い出し、明るい街をつくりましょう。

三ない運動 プラスワン

＋1」」の推進の推進

暴力団を 利用しない

暴力団に 金を出さない 暴力団と 交際しない

暴力団を 恐れない

全てを「金づるにする」
それが暴力団の姿勢です。

金が「腐れ縁の元」
暴力団を支援・容認することになる。

交際は「暴力団の活動を助長」暴力団は
あらゆる機会を狙って近づいてくる。

恐れは「誤ったイメージから」
恐れることは暴力団を助長させる。

●発行

●印刷

令和８年７月
（公財）長崎県暴力追放運動推進センター
長崎市弥生町８番30号　☎095-821-2341
株式会社 岩永印刷所

長崎みなとメディカルセンター

文明堂

水辺の森
公園 長崎県

美術館
メディカルセンター

出島

大波止

夢彩都
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相談メールアドレス
info@boutsui-nagasaki.or.jp

ホームページ
https://boutsui-nagasaki.or.jp

095ー825ー0893電 話

FAX 095ー825ー0841

◎暴力団等のことでお困りの方は、まず相談を
無料・秘密厳守
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